
で
は
日
本
以
上
に
な
る
ひ
と
つ
の
理
由
は
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
よ
い
か
ら
で
あ
る
。 

　
第
４
に
、
労
働
者
間
で
も
正
規
の
常
勤
労
働
で
は

超
過
労
働
が
普
通
だ
が
、
非
正
規
・
非
常
勤
労
働
者

の
中
に
は
労
働
時
間
は
短
い
が
ボ
ー
ナ
ス
ま
で
考
慮

す
る
と
、
時
間
当
た
り
給
与
は
正
規
常
勤
就
業
者
よ

り
極
端
に
低
い
。
雇
用
と
所
得
の
不
安
定
は
結
婚
を

躊
躇
さ
せ
る
。
２
０
０
６
年
度
の
『
労
働
経
済
白
書
』

に
よ
れ
ば
、
日
本
の
パ
ー
ト
な
ど
非
正
規
従
業
員
の

有
配
偶
者
率
は
正
規
従
業
員
の
半
分
以
下
だ
と
の
こ

と
で
あ
る
。
そ
の
上
、
厚
生
労
働
省
の
調
査
（
２
０

０
２
年
時
点
か
ら
の
調
査
）
に
よ
れ
ば
、
最
近
３
年

間
（
０２
〜
０５
年
）
に
結
婚
し
た
男
女
に
つ
い
て
調
査

し
た
と
こ
ろ
、
こ
の
３
年
に
独
身
だ
っ
た
男
性
の
う

ち
、
正
社
員
の
場
合
は
１５
・
２５
％
が
結
婚
し
た
が
、

非
正
社
員
の
男
性
の
場
合
は
６
・
３
％
で
あ
り
、
正

社
員
の
方
が
５
・
２５
倍
、
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
ま
た
厚
生
省
の
２
０
０
９
年
の
『
２１
世
紀
成
年

者
縦
断
調
査
』
に
よ
れ
ば
、
２０
〜
３０
歳
代
の
男
性
非 

見
合
う
給
与
を
得
ら
れ
る
仕
事
は
少
な
い
。
現
役
時
代

に
は
忙
し
く
て
美
術
や
音
楽
に
親
し
む
暇
は
な
い
が
、

退
職
後
は
時
間
は
も
て
あ
ま
す
ほ
ど
あ
る
が
、
現
役
の

と
き
趣
味
に
親
し
ま
な
か
っ
た
の
で
、
趣
味
の
な
い
人

生
に
な
る
。
就
業
期
の
労
働
時
間
を
短
く
し
て
退
職
を

遅
ら
せ
、
在
職
中
も
余
暇
に
芸
術
や
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し

め
る
よ
う
に
す
れ
ば
、
生
涯
生
活
を
楽
し
め
る
。 

　
第
３
に
、
日
本
で
は
常
勤
男
性
は
超
過
労
働
（
ワ

ー
ク
）
に
苦
し
み
、
他
方
、
女
性
の
就
業
率
（
ワ
ー

ク
）
は
北
欧
や
ア
メ
リ
カ
の
７０
％
以
上
に
比
べ
る
と

ま
だ
低
い
。
こ
れ
も
男
女
間
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
を
両
立

さ
せ
る
子
育
て
支
援
政
策
で
女
性
の
就
業
率
を
高

め
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
総
労
働
時
間
を
減
ら
す
こ

と
な
く
、
男
性
の
超
過
労
働
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き

る
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
統
計
で
見
る
と
、
女
性
就
業
率
の
高
い

北
欧
、
ア
メ
リ
カ
な
ど
で
は
概
し
て
１
人
当
た
り
の

Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
高
い
。
年
間
有
給
休
暇
が
５
週
間
以
上
あ

り
、
週
労
働
時
間
も
短
い
北
欧
が
１
人
当
り
G
D
P

　
日
本
人
ほ
ど
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
悪
い

先
進
国
は
な
い
。
と
い
う
こ
と
は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
是
正
で
経
済
、
労
働
市
場
、
そ
れ
に

家
庭
生
活
と
出
生
率
等
を
大
い
に
改
善
で
き
る
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
人
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ

ン
ス
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
は
次
の
よ
う
な
点
で
目
立
つ

が
、
そ
れ
は
改
善
で
き
る
。 

　
第
１
に
、
現
役
の
就
業
者
は
労
働
（
ワ
ー
ク
）
時
間

と
家
庭
生
活
（
ラ
イ
フ
）
と
に
総
時
間
を
で
き
る
だ
け

自
己
選
択
に
最
適
に
割
り
振
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。 

　
第
２
に
、
生
涯
の
就
業
（
ワ
ー
ク
）
期
間
と
、
退
職

後
の
家
庭
生
活
（
ラ
イ
フ
）
期
間
と
を
最
適
に
割
り
振

る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
日
本
で
は
定
年
前
に
は
超

過
労
働
し
、
定
年
後
は
余
暇
を
も
て
あ
ま
す
。
定
年
後

は
仕
事
が
あ
っ
て
も
本
人
の
能
力
を
生
か
し
、
そ
れ
に 
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正
規
社
員
の
結
婚
し
て
い
る
割
合
は
、
１２
・
１
％
で

正
規
社
員
の
２４
％
の
約
半
分
で
あ
る
。
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
、
出
生
率
を
も
高
め
る
。 

　
第
５
に
、
就
業
者
は
超
過
労
働
で
働
き
、
他
方
、
失

業
者
に
は
ワ
ー
ク
が
な
い
。
こ
れ
も
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

ア
ン
バ
ラ
ン
ス
の
最
た
る
も
の
で
あ
る
。 

　
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の
時
間
配
分
を
バ
ラ
ン
ス
さ
せ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
一
方
で
経
済
や
雇
用
に
良
く
、
他

方
で
家
庭
生
活
に
ゆ
と
り
を
与
え
、
福
祉
水
準
を
高

く
す
る
。
失
業
者
を
減
ら
し
就
業
者
を
増
や
す
ワ
ー

ク
・
シ
ェ
ア
が
福
祉
を
高
め
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も

な
い
。
し
か
も
総
就
業
者
と
総
就
業
時
間
を
増
や
す

結
果
に
な
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
増
加
と
成
長
に
も
寄
与
し
、

出
生
率
の
改
善
に
も
寄
与
す
る
と
推
定
さ
れ
る
。 

    

　
こ
の
よ
う
に
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と
は

ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
へ
の
時
間
の
で
き
る
限
り
自
己

選
択
的
な
最
適
配
分
だ
が
、
一
般
的
に
言
え
る
こ
と

は
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が
実
現
さ
れ
て

い
る
時
は
、
時
間
当
た
り
の
ワ
ー
ク
に
伴
う
限
界
効

用
（
効
用
の
増
加
分
／
時
間
の
増
加
分
）
が
ラ
イ
フ

に
向
け
る
時
間
の
限
界
効
用
と
等
し
く
な
る
こ
と

で
あ
る
。
こ
の
時
、
労
働
に
よ
る
効
用
は
余
暇
に
よ

る
効
用
の
総
和
（
総
効
用
　
満
足
度
　
福
祉
）
が
最

大
に
な
る
。
経
済
学
で
は
無
差
別
曲
線
を
用
い
て
こ

の
こ
と
を
証
明
す
る
が
、
Ｔ
・
シ
ト
フ
ス
キ
ー
が
所

得
の
平
等
的
配
分
が
総
効
用
を
増
加
さ
せ
る
こ
と

を
示
す
の
に
用
い
た
配
分
図
を
労
働
と
ラ
イ
フ
と

の
配
分
図
に
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
に
準
用
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
説
明
で
き
る
。
図
１
の
横
軸
は
あ
る
人
の

利
用
可
能
な
時
間
数
を
表
わ
し
、
縦
軸
は
時
間
当
た

り
の
限
界
効
用
を
表
す
。
仕
事
（
ワ
ー
ク
）
に
よ
る

限
界
効
用
を
向
か
っ
て
左
か
ら
逓
減
す
る
曲
線
で

表
わ
し
、
向
か
っ
て
右
か
ら
左
へ
逓
減
す
る
D
―
C

曲
線
は
ラ
イ
フ
（
生
活
）
に
よ
る
時
間
当
た
り
の
限

界
効
用
を
表
わ
す
。
仕
事
に
よ
る
効
用
は
主
に
仕
事

に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
所
得
か
ら
の
効
用
で
あ
る
。
こ

の
図
で
は
仕
事
に
向
け
ら
れ
る
時
間
は
向
か
っ
て

左
か
ら
右
に
行
く
に
つ
れ
て
増
加
し
、
ラ
イ
フ
に
用

い
ら
れ
る
時
間
は
向
か
っ
て
右
か
ら
左
に
行
く
に

つ
れ
て
増
加
す
る
が
、
と
も
に
１
時
間
あ
た
り
の
限

界
効
用
は
逓
減
す
る
こ
と
を
示
す
。
Ｑ
点
で
ワ
ー
ク

と
ラ
イ
フ
の
限
界
効
用
は
同
じ
大
き
さ
に
な
り
、
そ

の
時
、
仕
事
と
ラ
イ
フ
の
効
用
の
総
和
（
A
0
D
0

で
囲
ま
れ
る
面
積
）
は
最
大
に
な
る
。 

    

　
最
適
時
間
配
分
に
よ
る
効
用
（
満
足
度
）
は
人
に

よ
っ
て
異
な
る
。
パ
ー
ト
な
ど
の
短
時
間
労
働
を
無

く
す
こ
と
が
福
祉
を
高
め
る
と
は
限
ら
な
い
。
ケ
イ

ン
ズ
は
失
業
を
有
意
的
（voluntary

）
失
業
と
非
有

意
的
（involuntary

）
失
業
に
分
け
、
非
有
意
的
失

業
だ
け
が
問
題
だ
と
し
た
が
、
そ
れ
と
同
じ
よ
う
な

理
由
で
短
時
間
労
働
に
も
自
ら
望
む
有
意
的
短
時

間
労
働
と
非
有
意
的
短
時
間
労
働
と
が
あ
る
。 

　
そ
し
て
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
な
パ
ー
ト
労
働
者
の
場
合

に
は
時
間
当
た
り
の
限
界
効
用
が
ラ
イ
フ
に
向
け
る

時
間
当
た
り
の
限
界
効
用
と
一
致
し
て
い
る
の
だ
か

ら
、
長
時
間
就
業
を
強
い
れ
ば
、
生
活
満
足
度
が
下
が

る
。
最
適
を
選
べ
る
よ
う
に
す
る
の
が
大
切
で
あ
る
。

年
次
有
給
休
暇
が
５
週
間
以
上
で
か
な
り
フ
レ
ッ
ク

ス
に
取
れ
、
育
児
休
暇
も
フ
レ
ッ
ク
ス
に
取
れ
る
北

欧
で
は
生
活
満
足
度
も
高
い
。 

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
国
で
は
、

基
本
的
ワ
ー
ク
と
ラ
イ
フ
の
配
分
は
制
度
化
す
る

が
、
時
間
配
分
へ
の
個
人
選
択
の
余
地
を
残
す
。
ワ

ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
成
功
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
国
で
は
、
概
し
て
生
活
水
準
も
生
活
満
足
度

も
高
い
。 

　
生
活
全
体
に
対
す
る
国
民
の
評
価
の
比
較
が
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｄ
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る

と
、
デ
ン
マ
ー
ク
が

１
位
、
フ
ィ
ン
ラ
ン

ド
が
２
位
、
ス
ウ
ェ

ー
デ
ン
が
４
位
と

北
欧
勢
が
上
位
に

あ
る
。
ア
メ
リ
カ
は

１３
位
、
日
本
は
最
下

位
で
あ
る
（O

E
C
D
 

Factbook 

２
０
０

９
）。
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

が
良
く
、
女
性
の

就
業
率
と
合
計
特

殊
出
生
率
が
と
も
 

'
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図1

'

最
適
な
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス

と
は
何
か

時
間
配
分
の
個
人
選
択
は

満
足
度
を
高
め
る
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 尚
美
学
園
大
学
客
員
教
授
、
経
済
学
博
士
。
慶
應
義
塾
大

学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
出
身
。
専
攻
は
、
福
祉
国
家
論
、

経
済
政
策
。
中
央
大
学
、
慶
應
義
塾
大
学
、
日
本
大
学
、
尚

美
学
園
大
学
な
ど
で
教
鞭
を
と
っ
た
。
主
な
著
書
は
、『
経

済
学
の
巨
匠
２６
人
の
華
麗
な
る
学
説
入
門
』（
生
活
情
報
セ

ン
タ
ー
）、『
総
合
政
策
論
　
日
本
の
経
済
・
福
祉
・
環
境
』

（
有
斐
閣
）、『
入
門
経
済
政
策
』（
中
央
経
済
社
）
な
ど
。 

に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
中
で
は
高
く
、
労
働
時
間
が
短
く
、
一

人
当
た
り
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
比
較
的
高
い
国
で
は
概
し
て
評

価
が
高
い
。 

    

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
は
出
生
率
の
動
向

に
も
影
響
す
る
。
昨
年
８
月
の
『
ネ
ー
チ
ャ
ー
誌
』

は
、
最
先
進
工
業
国
で
は
合
計
出
生
率
（
女
性
が
一

生
の
間
に
産
む
子
ど
も
の
数
の
特
殊
推
計
値
、
以
下
、

Ｔ
Ｆ
Ｒ
と
略
称
）
が
低
落
傾
向
か
ら
反
転
し
て
、
上

昇
傾
向
に
転
ず
る
と
の
ミ
ル
ス
キ
ラ
（M

ikko M
irskylä

）

等
に
よ
る
出
生
率
反
転
仮
説
を
発
表
し
て
話
題
を

呼
ん
だ
。 

　
日
本
政
府
は
２
０
０
６
年
に
Ｔ
Ｆ
Ｒ
は
０５
年
の
１
・

２６
か
ら
さ
ら
に
低
下
し
た
後
、
上
昇
し
て
５５
年
に
も

１
・
２６
に
と
ど
ま
る
と
の
推
計
を
出
し
た
。
同
じ
年
に

筆
者
は
「
出
生
率
と
家
族
政
策 : 

合
計
特
殊
出
生
率
の

Ｕ
字
曲
線
変
動
」（
英
文
、Shobi Journal of Policy 

Studies

）、
日
本
経
済
新
聞
（
２
０
０
７
年
６
月
２８
日
）、

編
著
の
『
出
生
率
回
復
と
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
』

（
２
０
０
７
年
）
な
ど
で
政
府
と
は
逆
に
出
生
率
の
Ｕ

字
型
反
転
仮
説
を
提
唱
し
た
。 

　
そ
の
根
拠
は
、
工
業
化
国
で
は
女
性
就
業
率
が
高

ま
る
と
出
生
率
が
下
が
る
が
、
や
が
て
北
欧
や
フ
ラ

ン
ス
の
よ
う
に
女
性
就
業
（
ワ
ー
ク
）
と
家
事
・
育
児

（
ラ
イ
フ
）
両
立
型
に
政
策
転
換
し
て
、
子
育
て
支
援

の
家
族
政
策
支
出
の
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
も
増
え
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ

が
Ｕ
字
型
に
反
転
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。 

　
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
日
本
で
も
反
転
す
る
と
予
測
し
た
の
は
、

Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
反
転
し
た
ど
の
国
で
も
、
Ｔ
Ｆ
Ｒ
と
そ
の

前
年
の
Ｔ
Ｆ
Ｒ
と
の
差
の
「
限
界
」
Ｔ
Ｆ
Ｒ
と
も
い

う
べ
き
値
が
Ｔ
Ｆ
Ｒ
回
復
の
１０
年
以
上
前
か
ら
上
昇

趨
勢
に
転
じ
て
い
る
が
、
日
本
で
も
９０
年
代
前
半
か

ら
「
限
界
」
Ｔ
Ｆ
Ｒ
が
上
昇
趨
勢
に
転
じ
た
か
ら
で

あ
る
。
経
済
学
で
は
限
界
値
の
上
昇
が
し
ば
ら
く
続

く
と
、
平
均
値
が
上
昇
に
転
ず
る
こ
と
は
常
識
だ
が
、

Ｔ
Ｆ
Ｒ
の
場
合
に
も
類
推
的
に
こ
の
関
係
が
あ
る
か

ら
で
あ
る
。 

　
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
フ

ィ
ン
ラ
ン
ド
の
北
欧
４
国
で
合
計
特
殊
出
生
率
が
反

転
し
た
の
も
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
成
功

し
た
こ
と
が
一
因
だ
ろ
う
。 

    

　
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
代
表
国
は
北

欧
だ
が
、
例
え
ば
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
仕
事
は
４
〜

５
時
に
終
わ
る
。
通
勤
時
間
が
短
い
の
で
、
４
時
半
〜

５
時
半
に
は
保
育
所
で
子
ど
も
を
引
き
取
り
帰
宅
で

き
る
。
夫
婦
共
働
き
だ
か
ら
、
食
事
と
保
育
所
行
き
は

夫
婦
で
分
担
す
る
。
夫
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
大
学

の
教
授
で
、
夫
人
が
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
市
の
部
長
で

あ
っ
た
家
庭
を
訪
問
し
た
時
も
料
理
作
り
と
買
い
物

の
準
備
、
料
理
や
お
茶
の
サ
ー
ビ
ス
を
夫
婦
が
当
然

の
よ
う
に
分
担
協
力
し
て
い
た
。
か
つ
て
の
日
本
の

よ
う
に
夫
は
も
っ
ぱ
ら
客
と
話
し
、
夫
人
は
料
理
を

作
っ
て
食
事
や
お
茶
を
運
ん
で
く
る
よ
う
な
家
庭
は

日
本
で
も
少
な
く
な
っ
た
が
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は

家
事
の
分
担
は
か
な
り
徹
底
し
て
い
る
。
数
年
前
、
時

の
副
首
相
宅
に
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル
に
招
待
さ
れ
た
時

も
同
様
で
、
副
首
相
に
お
茶
を
運
ん
で
き
て
い
た
だ

き
恐
縮
し
た
。 

　
育
児
休
暇
を
夫
が
３０
日
は
取
る
と
い
う
習
慣
も
平

常
化
し
て
い
る
。 

　
子
ど
も
が
い
る
家
庭
で
は
家
族
間
の
交
流
機
会
が

少
な
い
の
で
は
、
と
い
う
疑
問
が
日
本
に
は
あ
る
が
、

０
歳
児
の
保
育
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
と
デ
ン
マ
ー
ク
で

は
ほ
と
ん
ど
ゼ
ロ
で
、
育
児
手
当
が
出
る
の
で
、
子
ど

も
は
母
親
と
過
ご
す
。
そ
の
後
も
夫
婦
共
働
き
で
も

２
人
と
も
早
く
帰
宅
す
る
の
で
、
子
ど
も
と
の
接
触

時
間
は
長
い
。
平
日
は
夕
食
を
父
親
と
す
る
こ
と
は

滅
多
に
な
い
と
い
う
日
本
の
家
庭
の
よ
う
な
こ
と
は

な
い
。
年
次
有
給
休
暇
が
５
週
間
は
フ
レ
ッ
ク
ス
に

取
れ
る
か
ら
家
族
旅
行
も
多
い
。
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
国
で
、
生
活
評
価
も
高
く
経
済
も

福
祉
も
水
準
が
高
い
の
が
わ
か
る
気
が
す
る
。 

CEL

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
と

出
生
率
へ
の
影
響

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
が

良
い
国
の
家
族
像

家族のつながりの多様なあり方 Ⅱ




